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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】少量の燃料を度々再充填し、ＬＰＧボンベ内部
の燃料温度が高くなった状態で充填をした後再始動をし
ても、ＬＰＧボンベの圧力が低下しないようにして充填
後の始動不良を改善する。
【解決手段】ＬＰＧボンベに設けられた燃料充填部３０
０；上記燃料充填部から燃料ポンプまで燃料が流動する
ように形成された燃料流路５００；上記ＬＰＧボンベ内
部の燃料流路に形成され、燃料ポンプの圧力によって燃
料を吸入する第１チェックバルブ７００；及び上記ＬＰ
Ｇボンベ内部の燃料流路に形成され、上記第１チェック
バルブとは離隔され、燃料充填部を通じて充填される燃
料をＬＰＧボンベに吐出する第２チェックバルブ９００
；を含むＬＰＧボンベ装置が紹介される。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＬＰＧボンベに設けられた燃料充填部；　
　上記燃料充填部から燃料ポンプまで燃料が流動するように形成された燃料流路；　
　上記ＬＰＧボンベ内部の燃料流路に形成され、燃料ポンプの圧力によって燃料を吸入す
る第１チェックバルブ；及び
　上記ＬＰＧボンベ内部の燃料流路に形成され、上記第１チェックバルブとは離隔され、
燃料充填部を通じて充填される燃料をＬＰＧボンベに吐出する第２チェックバルブ；を含
むＬＰＧボンベ装置。
【請求項２】
　上記燃料流路は、上端が上記燃料充填部に連結され、下端はＬＰＧボンベの底面まで延
長形成された充填液相パイプ；と、充填液相パイプに連結されて吸入された燃料を燃料ポ
ンプに移送する吸入管路；で形成されたことを特徴とする請求項１に記載のＬＰＧボンベ
装置。
【請求項３】
　上記充填液相パイプは、柔軟性がある材質であることを特徴とする請求項２に記載のＬ
ＰＧボンベ装置。
【請求項４】
　上記充填液相パイプは、プラスチックチューブであることを特徴とする請求項２に記載
のＬＰＧボンベ装置。
【請求項５】
　上記第１チェックバルブと上記第２チェックバルブは、上記吸入管路に形成されること
を特徴とする請求項２に記載のＬＰＧボンベ装置。
【請求項６】
　上記第１チェックバルブと上記第２チェックバルブは、上記吸入管路の下方に形成され
たことを特徴とする請求項５に記載のＬＰＧボンベ装置。
【請求項７】
　上記燃料流路の上端には、噴射ホールが形成されて、燃料充填時、決められた比率に従
って一部が気化してＬＰＧボンベの気相側に噴射されることを特徴とする請求項１に記載
のＬＰＧボンベ装置。
【請求項８】
　上記第１チェックバルブは、傘型で、バルブが開く圧力によって燃料吸入性能に影響を
受けないことを特徴とする請求項１に記載のＬＰＧボンベ装置。
【請求項９】
　上記第１チェックバルブは、車両走行時、開いて燃料ポンプに燃料が流入することを特
徴とする請求項１に記載のＬＰＧボンベ装置。
【請求項１０】
　上記第２チェックバルブは、燃料充填時、燃料流路に発生する圧力が設定された圧力以
上になれば、第２チェックバルブが開いてＬＰＧボンベの液相側に燃料が充填されること
を特徴とする請求項１に記載のＬＰＧボンベ装置。
【請求項１１】
　上記燃料流路の上部には、クィックコネクタが形成されて燃料流路と燃料充填部の組立
てを容易にすることを特徴とする請求項１に記載のＬＰＧボンベ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はＬＰＧ燃料を使用する車両の燃料タンクに関するものであり、さらに詳しくは
、ＬＰＧボンベの圧力が一定に維持されるようにするＬＰＧボンベ装置（ＬＰＧ　ＢＯＭ
ＢＥ　ＡＰＰＡＲＡＴＵＳ）に関するものである。
【発明の背景になる技術】
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【０００２】
　従来、ＬＰＧ（Ｌｉｑｕｅｆｉｅｄ　Ｐｅｔｒｏｌｅｕｍ　Ｇａｓ）を燃料として使用
するＬＰＧ車両は、ＬＰＧを気化させてエンジンに供給したが、冬期の始動不良等の原因
を改善するために、ＬＰＧ燃料をインジェクターによって高圧の液状で直接噴射するＬＰ
Ｉ（Ｌｉｑｕｅｆｉｅｄ　Ｐｅｔｒｏｌｅｕｍ　Ｉｎｊｅｃｔｉｏｎ）方式を主に利用し
ている。
【０００３】
　このような方式は、ＬＰＧ燃料を再充填する途中でＬＰＧボンベ内部の燃料の温度や圧
力または燃料組成に急激な変化が生ずる場合、キャビテーション現象（空洞現象、ｃａｖ
ｉｔａｔｉｏｎ）によって燃料ポンプが吸入能力を喪失することがあり得る。
【０００４】
　既存の特許ＫＲ１０－２０１０－００９７５７０Ａ「ガス燃料車両用燃料タンク及びそ
の燃料充填方法」では、上記した問題点を解決するために、充填パイプの先端に形成され
る液相吐出口と充填パイプの上部に形成される気相吐出口を通じて燃料を同時に充填して
ＬＰＧボンベ内部の気相側圧力を一定に維持することにより気相側圧力上昇による充填延
長現象を防止する。
【０００５】
　図１は、燃料充填部３０を通じて注入された燃料が一部は気化して気相側Ｖに充填され
、一部は充填液相パイプ５１を通じて液相側Ｌに充填される様子を図示する。液相側Ｌの
燃料が燃料ポンプ２０によって吸入されるようになる。
【０００６】
　図２は、ＬＰＧボンベ１０の充填管路３３に形成されて燃料ポンプ２０側に燃料を吸入
する第１チェックバルブ７０と第２チェックバルブ９０を示した。第１チェックバルブ７
０は、吸入管路の前方側に形成され、第２チェックバルブ９０は、燃料モーター２０側に
形成される。
【０００７】
　しかし通常的に使用する車両は、充填をする時に満充填をし、充填後ＬＰＧボンベの圧
力が低下した後、再び圧力が上昇する条件で自動で充填をカットオフ（ｃｕｔ－ｏｆｆ）
した後に再始動するので問題がないが、少量で度々充填し、低速過負荷走行をしてＬＰＧ
ボンベ内部の燃料温度が高い場合には、充填中にＬＰＧボンベ圧力が低下する時点でカッ
トオフをした後に再始動をするので、始動が不可になる問題点が発生する。
【０００８】
　これは通常吸入管路に使用するチェックバルブによって充填中にＬＰＧボンベの圧力が
低下してもエンジンをｏｆｆする前の圧力が維持され、エンジンｏｆｆ後にも燃料ポンプ
の発熱が継続して残ってＬＰＧボンベに比べ吸入管路に高い圧力が形成されるようになる
。
【０００９】
　そのため、充填後の再始動時、ＬＰＧボンベの圧力が吸入管路の内部圧力に比べて低い
圧力が形成されて、再始動を試みてもＬＰＧボンベ内の燃料が吸入管路に流入が円滑にい
かず再始動が不可能になる。
【００１０】
　ゆえに、少量の燃料を度々再充填し、ＬＰＧボンベ内部の燃料温度が高くなった状態で
充填をした後再始動をしても、ＬＰＧボンベの圧力が低下しないようにして充填後の始動
不良を改善する装置が必要なのである。
【００１１】
　上記の背景技術として説明された事項は、本発明の背景についての理解増進のためのも
のであるだけで、この技術分野で通常の知識を有する者にすでに知られた従来技術に該当
することを認めるものとして受け入れられてはならないものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【００１２】
【特許文献１】ＫＲ１０－２０１０－００９７５７０Ａ
【発明の概要】
【解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明は、このような問題点を解決するために提案されたものであり、少量の燃料を度
々再充填し、苛酷な状態で走行してＬＰＧボンベ内部の燃料温度が高くなった状態で充填
後に再始動時にも、ＬＰＧボンベの圧力が低下せずに燃料充填後の始動不良を改善するＬ
ＰＧボンベ装置を提供するところにその目的がある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記の目的を達成するための本発明によるＬＰＧボンベ装置は、ＬＰＧボンベに設けら
れた燃料充填部；　上記燃料充填部から燃料ポンプまで燃料が流動するように形成された
燃料流路；　上記ＬＰＧボンベ内部の燃料流路に形成され、燃料ポンプの圧力によって燃
料を吸入する第１チェックバルブ；及び上記ＬＰＧボンベ内部の燃料流路に形成され、上
記第１チェックバルブとは離隔され、燃料充填部を通じて充填される燃料をＬＰＧボンベ
に吐出する第２チェックバルブ；を含む。　
【００１５】
　上記燃料流路は、上端が上記燃料充填部に連結され、下端はＬＰＧボンベの底面まで延
長形成された充填液相パイプ；と、充填液相パイプに連結されて吸入された燃料を燃料ポ
ンプに移送する吸入管路；で形成されることができる。
【００１６】
　上記充填液相パイプは、柔軟性がある材質であることができる。
【００１７】
　上記充填液相パイプは、プラスチックチューブであることができる。
【００１８】
　上記第１チェックバルブと上記第２チェックバルブは、上記吸入管路に形成されること
ができる。
【００１９】
　上記第１チェックバルブと上記第２チェックバルブは、上記吸入管路の下方に形成され
ることができる。
【００２０】
　上記燃料流路の上端には、噴射ホールが形成されて、燃料充填時、決められた比率に従
って一部が気化してＬＰＧボンベの気相側に噴射されることができる。
【００２１】
　上記第１チェックバルブは、傘型で、バルブが開く圧力によって燃料吸入性能に影響を
受けないことができる。
【００２２】
　上記第１チェックバルブは、車両走行時、開いて燃料ポンプに燃料が流入することがで
きる。
【００２３】
　上記第２チェックバルブは、燃料充填時、燃料流路に発生する圧力が設定された圧力以
上になれば、第２チェックバルブが開いてＬＰＧボンベの液相側に燃料が充填されること
ができる。
【００２４】
　上記燃料流路の上部には、クィックコネクタが形成されて燃料流路と燃料充填部の組立
てを容易にすることができる。
【発明の効果】
【００２５】
　上述したような構造からなったＬＰＧボンベ装置によれば、少量の燃料を度々再充填し
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たり低速過負荷の苛酷な状態で走行したり、あるいは酷暑期にＬＰＧボンベ内部の温度が
高くなった状態で充填後に再始動しても、ＬＰＧボンベの圧力が吸入管路の圧力より高い
状態を維持し、正常にＬＰＧボンベの燃料を燃料モーターに移送することができるように
して燃料充填後の始動不良を改善する長所がある。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】既存のＬＰＧボンベ装置を図示した図面である。
【図２】既存のＬＰＧボンベ装置の吸入管路を詳しく図示した図面である。
【図３】本発明の一実施例によるＬＰＧボンベ装置を図示した図面である。
【図４】充填開始時のＬＰＧボンベ装置を図示した図面である。
【図５】充填中のＬＰＧボンベ装置を図示した図面である。
【図６】走行中のＬＰＧボンベ装置を図示した図面である。
【図７】組立て１段階を図示した図面である。
【図８】組立て２段階を図示した図面である。
【図９】組立て完成段階を図示した図面である。
【発明を実施するための具体的な内容】
【００２７】
　以下では添付された図面を参照して本発明の望ましい実施例によるＬＰＧボンベ装置に
ついて詳察する。
【００２８】
　図３は、本発明の一実施例によるＬＰＧボンベ装置を図示した図面で、図４ないし図６
は、充填または走行時のＬＰＧボンベ装置を図示した図面であり、図７ないし図９は、組
立て段階を図示した図面である。
【００２９】
　図３によれば、ＬＰＧボンベ１００に設けられた燃料充填部３００；　上記燃料充填部
３００から燃料ポンプ２００まで燃料が流動するように形成された燃料流路５００；　上
記ＬＰＧボンベ１００内部の燃料流路５００に形成され、燃料ポンプ２００の圧力によっ
て燃料を吸入する第１チェックバルブ７００；及び上記ＬＰＧボンベ１００内部の燃料流
路５００に形成され、上記第１チェックバルブ７００とは離隔され、燃料充填部３００を
通じて充填される燃料をＬＰＧボンベ１００に吐出する第２チェックバルブ９００；を含
む。
【００３０】
　上記燃料流路５００は、上端が上記燃料充填部３００に連結され、下端はＬＰＧボンベ
１００の底面まで延長形成された充填液相パイプ５１０；と、充填液相パイプ５１０に連
結されて吸入された燃料を燃料ポンプ２００に移送する吸入管路５３０；で形成され、充
填液相パイプ５１０は柔軟性がある材質で成形されるが、特に、柔軟性がありながらも液
相の燃料を充填する時に腐蝕が起きないようにプラスチックチューブで成形する。
【００３１】
　燃料流路５００の吸入管路５３０のうち、特に吸入管路５３０の下方に上記第１チェッ
クバルブ７００と上記第２チェックバルブ９００は互いに離隔されて形成される。
【００３２】
　また、上記燃料流路５００の上端には、噴射ホール５５０が形成されて燃料充填時、決
められた比率に従って一部が気化してＬＰＧボンベ１００の気相側Ｖに噴射され、気化し
た燃料の残りは、充填液相パイプ５１０を通じて液相側Ｌに充填されるようになる。
【００３３】
　図４ないし図６の充填及び走行時の図面をみれば、図４は、充填開始時のＬＰＧボンベ
１００の内部を図示した図面で、ＬＰＧボンベ１００に燃料を充填するためにエンジンを
切るようになれば、ＬＰＧボンベ１００の温度が高くなった状態で充填される燃料が気化
し、ＬＰＧボンベ１００の圧力が急激に下がるようになる。再始動時、ＬＰＧボンベ１０
０の圧力が低下してもエンジンをＯＦＦする前の圧力が維持され、エンジンのＯＦＦ後に
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も燃料ポンプ２００には熱が残っていることになって、ＬＰＧボンベ１００の圧力より燃
料ポンプ２００の圧力が高くて燃料が燃料ポンプ２００側に流入せず再始動がかからなく
なる。
【００３４】
　ＬＰＧボンベ１００に燃料を充填するようになれば、図４に表示した矢印方向に燃料が
移動するようになるが、燃料充填部３００を通じて燃料流路５００を過ぎて燃料ポンプ２
００まで液相の燃料が到逹することができるようになる。この時、液相の燃料のうち一部
は噴射ホール５５０を通じて気化して気相側Ｖに噴射される。普通、気相側Ｖに噴射され
る燃料の量と液相側Ｌに噴射される燃料の量は、車種や状態によって異なるが、本発明に
よる一実施例では気相側と液相側の比率を５：９５にする場合について説明する。
【００３５】
　充填開始時には燃料ポンプ２００で圧力が発生しない状態であるため、燃料流路５００
の内部に圧力が形成されてＬＰＧボンベ１００の高い温度によって充填される燃料の気化
が防止され、燃料の温度及び圧力と燃料組成がＬＰＧボンベ１００の内部の燃料と燃料流
路５００の燃料が同じになるようになる。
【００３６】
　図５で矢印で示したように、燃料流路５００に燃料が一杯になった状態でも継続して充
填されるようになれば、燃料ポンプ２００側に燃料がそれ以上進行することができず、継
続して圧力が発生するようになって吸入管路５３０側からＬＰＧボンベ１００の液相側Ｌ
に燃料を排出することができる第２チェックバルブ９００がバルブの弾性力によって開い
て充填液相パイプ５１０を通じて吸入管路５３０に流入する液相の燃料を液相側Ｌに吐出
するようになる。
【００３７】
　上記第２チェックバルブ９００は、充填時燃料流路５００に発生する圧力が設定された
圧力以上になれば、第２チェックバルブ９００が開いてＬＰＧボンベ１００の液相側Ｌに
燃料が充填されるようになるが、第２チェックバルブ９００の開く圧力は設計者によって
異なって設定することができ、ＬＰＧボンベ１００の圧力よりは高く設定するようになる
。
【００３８】
　図６は、走行中の燃料の流れを図示した図面で、走行中には燃料ポンプ２００で圧力が
発生して燃料を吸入するようになるが、圧力が発生すれば吸入管路５３０の内側に燃料を
吸い込む方向で、設定された圧力以上に圧力が作用されると開くようになるが、吸入管路
５３０には燃料ポンプ２００から負圧が発生し、第２チェックバルブ９００は反対の形状
なので開かなくなる。
【００３９】
　上記第１チェックバルブ７００が開いて第１チェックバルブ７００を通じて燃料がＬＰ
Ｇボンベ１００側から吸入管路５３０側に吸入されるようになるが、第１チェックバルブ
７００は、傘型で、バルブが開く圧力によって燃料吸入性能に影響を受けなくなる。
【００４０】
　図７ないし図９は、本発明の一実施例によるＬＰＧボンベ装置を実際に適用するために
組立て段階を示した。
【００４１】
　ＬＰＧボンベ１００には、燃料充填部３００と燃料流路５００がそれぞれ別に組立てら
れるが、本発明の一実施例によるＬＰＧボンベ装置は、第１チェックバルブ７００と第２
チェックバルブ９００が必ず連結されなければならないため、組立て性とＡＳ（ａｆｔｅ
ｒ　ｓｅｒｖｉｃｅ）性をすべて考慮した構造設定が必要である。
【００４２】
　図７は、組立て１段階で第１チェックバルブ７００を装着する段階である。
【００４３】
　吸入管路５３０に第１チェックバルブ７００と第２チェックバルブ９００が形成され、
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第２チェックバルブ９００に流動性があるプラスチックチューブで成形された充填液相パ
イプ５１０が圧入され、燃料流路５００の充填液相パイプ５１０の上部には簡便な組立て
及びＡＳのためにクィックコネクタ５７０が形成されて燃料流路５００と燃料充填部３０
０の組立てを容易にする。クィックコネクタ５７０は、燃料充填部３００の組立てのため
にＬＰＧボンベ１００に形成された燃料充填部組立てホール１１０を通じて接近が可能な
ように充填液相パイプ５１０の経路を設定する。
【００４４】
　図８は、組立て２段階で燃料充填部３００を装着する段階である。
【００４５】
　充填液相パイプ５１０に連結されたクィックコネクタ５７０を燃料充填部組立てホール
１１０を通じて外部に突出させる。実際の充填液相パイプ５１０は流動性がある材質で、
充填液相パイプ５１０の経路は３次元であるため、引っぱる時ある程度の遊びの発生が可
能であるため、外部に突出が可能である。外部に突出したクィックコネクタ５７０と燃料
充填部３００の液相の燃料吐出部位を結合した後、燃料充填部３００をＬＰＧボンベ１０
０の燃料充填部組立てホール１１０に完全に締結する。
【００４６】
　図９は、本発明の一実施例によるＬＰＧボンベ装置の結合が完了した状態を図示した図
面である。
【００４７】
　本発明の一実施例によるＬＰＧボンベ装置は、ＬＰＧボンベの内側にエアを除去して燃
料残量が２０％程度の状態でＬＰＧボンベが高温（約５０～５８℃）である時、燃料充填
中のＬＰＧボンベの圧力が最低である時点で充填を完了し、再始動して評価した時、既存
とは異なってＬＰＧボンベの圧力が低下して充填途中に吸入管路に液相の充填燃料が流入
して充填完了後再始動が可能であった。
【００４８】
　少量の燃料を度々再充填したり低速過負荷の苛酷な状態で走行したりあるいは酷暑期に
、ＬＰＧボンベ内部の温度が高くなった状態で充填後に再始動しても、ＬＰＧボンベの圧
力が吸入管路の圧力より高い状態を維持し、正常にＬＰＧボンベの燃料を燃料モーターに
移送することができるようにして燃料充填後の始動不良を改善する長所がある。
【００４９】
　本発明は、特定の実施例に関して図示して説明したが、以下の特許請求範囲によって提
供される本発明の技術的思想を脱しない限度内で、本発明が多様に改良及び変化すること
ができるということは当業界で通常の知識を有する者において自明なことである。
【符号の説明】
【００５０】
１００：ＬＰＧボンベ 
１１０：燃料充填部組立てホール
２００：燃料ポンプ　　　　 
３００：燃料充填部
５００：燃料流路　　　　　 
５１０：充填液相パイプ
５３０：吸入管路　　　　　 
５５０：噴射ホール
５７０：クィックコネクタ　　
７００：第１チェックバルブ
９００：第２チェックバルブ



(8) JP 2014-125207 A 2014.7.7

【図１】

【図２】



(9) JP 2014-125207 A 2014.7.7

【図３】

【図４】



(10) JP 2014-125207 A 2014.7.7

【図５】

【図６】



(11) JP 2014-125207 A 2014.7.7

【図７】

【図８】



(12) JP 2014-125207 A 2014.7.7

【図９】



(13) JP 2014-125207 A 2014.7.7

10

フロントページの続き

(72)発明者  ソン、ジュ、テ
            大韓民国キョンギ‐ド、ホワソン‐シ、バンソン‐ドン、シボムテウン、メウル、サムスン、レミ
            アン、アパート、３０８－１８０２
(72)発明者  チョ、チョル、フン
            大韓民国キョンギ‐ド、スウォン‐シ、ジャンアン‐グ、ヨンフワ‐ドン、４０７－７
Ｆターム(参考) 3D038 CA27  CA29  CC04  CC18 
　　　　 　　  3E172 AA02  AA06  AB05  BA01  BB03  BB12  BB17  BD03  EA02  EA03 
　　　　 　　        EA46  EB03  EB10  EB15  JA01  KA22 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

